
令和８年６月定例会の概要

＜主な項目＞ 

● 中東情勢に伴う原油関連物資の価格高騰等対策 

● 水俣病公式確認70年を迎えて 

● お出かけ知事室の効果と成果及び今後の展開 

● 半導体企業集積における半閉鎖循環型システムなどの再生水活用 

● 副首都構想を踏まえた九州広域連携と熊本県の役割 

● 熊本都市圏の渋滞対策 

● 人口減少時代における中山間地域の農業政策と地域維持 

● 地方分権の持続可能性と県・市町村の役割再編 

● くまもとサイエンスパークにおける「イノベーション創発エリア」と菊陽町の 

拠点との連携 

○　令和８年６月定例会は、６月５日から６月24日まで、会期20日間で開催されまし

た。

○　今定例会では、「令和８年度熊本県一般会計補正予算（第１号）」などの知事提出

議案24議案について審議が行われ、いずれも原案どおり可決、承認又は同意となり

ました。

○　また、議員提出議案７議案について審議が行われ、「熊本県議会議員の選挙区、各

選挙区の区域及び各選挙区における定数に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」ほか２件が原案どおり可決され、４件は否決されました。

○　委員会提出議案１議案についても審議が行われ、「地方消費者行政に対する財政

支援（交付金等）の継続・拡充を求める意見書」が原案どおり可決されました。

○　請願については、３件が提出され、いずれも採択されました。

○　さらに、９議員の一般質問がありましたが、その発言の主なものは、次のとおり

です。 

― 2 ―


